
レカネマブ（レケンビⓇ）治療に関する説明

レカネマブ（レケンビⓇ）は認知症の前段階（軽度認知障害）あるいは

初期の認知症の進行を遅らせるお薬です。

認知症の原因の一つであるアミロイドベータを取り除く治療薬であり
お薬が投与できる条件が国のガイドラインで決められています。

このお薬は2週間毎に点滴で投与されます。
現時点では、それを1年半継続するお薬です。

アミロイドベータが取り除かれる際に
脳の腫れや小さな出血が出る場合があります。
この副作用の確認のために
MRI検査を繰り返し行います。
このMRI検査が受けられない人は
治療が受けられません。

受診には普段のご様子を知っている
身近な方の付き添いが必要になります。

脳にアミロイドベータが溜まっていることが
検査でわかった人だけが受けられる治療です。
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